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利用・用途・応用分野

化学工業製品製造業、基礎素材産業用機械製造業、非鉄金属製造業

目的・課題 解決ポイント

工業化に耐え得る希土類金属の回収
方法で、特に廃棄されたネオジム磁石
や該磁石作製時に生ずる削りくず等の
磁性体等の回収に有用な技術の提供
を目的とする。

電解槽において、少なくとも希土類
金属イオンが溶存するジアルキルス
ルホンの溶液を電解処理して、陰極
表面に希土類金属を電析することを
特徴とする希土類金属の回収方法
である。ジアルキルスルホンが次式
（１）で表わされる化合物であることを
特徴とする希土類金属の回収方法
である。

（１）

（但し、Ｒ１，Ｒ２は、同一又は異なる炭素
数のアルキル基で、Ｒ１，Ｒ２の炭素数の
合計は、２乃至６であり、両者は結合さ
れていてもよい。）

前記ジアルキルスルホン中に溶存す
る金属イオンは、希土類金属以外に
他の金属例えば鉄イオンやホウ素イ
オン等を共存していてもよく、電析時
の電位及び陰極過電圧の相違によ
る電解等の電流値の変化に基づき、
希土類金属の陰極への電析初期又
は終期を定めることを特徴とする発
明である。
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少なくとも希土類金属イオンを溶存する
ジアルキルスルホン溶液を電解液とし
て用い、電析により陰極表面上に希土
類金属を析出させて回収することにより
比較的低温（30℃～130℃程度）で、希
土類金属を回収することができる。この
ため、エネルギー的にも、装置的にもき
わめて低コストを実現し得る。
最大の特徴は、電解質液としてジアル
キルスルホンを用いることにある。希土
類金属の比較的高い溶解度が得られ、
電解電流を大きくすることが可能となり
工業的レベルの希土類回収が可能とな
る。




